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l . 本苫は、平成 7・8・9年度太子UIJ指定文化財斑鳩寺聖徳殷jjij殷保存修理事梨

における尻根葺き替え工事により得た資料を拮に作成したものである。

2 . 瓦各部の計測については、計測項目を下記図のとおり設定し、各形式の代表例

について計測した。

」:•,f. lえ

軒瓦各部位名称

3 . 閥社は、太子町教育委員会社会教育課三村修次・洵野浩幸が担当した。

4 . 整理作業にあたっては、岩村千穂、改発法子、小山真紀、中村豊子、諸石敦子

の協力を得た。 （敬称略）



ぬ I 瓦当文様 （拓本） 実測図 (1/4) 法拭 (CIII) 備 考

直径 18.5 ．銘文

l'IJ烹阿弥蛇佛天文u・年八月
内区径 7.5 吉日

外区径 11. 6 ・巴頭部やや尖り気味

尾部は長く桜する

,,.1 I肘,¥ 2. 0 

―文緑1・ 珠文は大きく丸い
緑 1文様珠

・珠文数181囮

外 1 輻 3. 7 

．凹面布目放あり

緑高さ

全長

・天文廿年 (1551年）

厚さ

ー



ぬ l 瓦当文様 （拓本） 実膳図 (1/4) 法巌 (CIR) 備 考

直径 19. 2 ．銘文

天文廿年辛亥八月

内区径 7. 9 本l頌湯浅河内守忠宗

内海弥三兵1釘奉}JU

外区径 12.0 弐十貰文

寺（肖昌仙花押

内 幅 2.0 

・巴頭部はやや尖り気味

緑 I文様 珠文緑 尾部は長く柑対する巴尾部

に接する

外l幅 3.5 

・珠文は大きく丸い

緑 1高さ 0.8 

・珠文数18附

全長 47. 0 

• 鳥伏間瓦（東北1りの 2)

厚さ 3.6 

・天文・Lt年 (1551年）
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No. I 瓦当文様 （拓本） 実膳図 (1/4) 法且 (C鳳） 備 考

タt,/,5・-l u I 直径 16.0 ．銘文
， 

炭氷八年辛寅ノ三月吉日r gX~L!J~ 内区径 7. 9 瓦し氏ハ藤原氏
1-:-u1-虫 三木伊右面門

外区径 12.0 同庄兵揮

内 1 輻 2.0 ・巴の頭部は丸く尼部は接し

ない

緑 I文様 珠文緑
ー珠文は大きく丸い

外 1 輻 2.3 

・珠文数16個

緑高さ 0.8 

．釘穴2個穿孔

全長 50.2 

• 鳥伏間瓦（西南角の 2)

厚 さ 2. 75 

・炭永八年 (1711年）

3
 



ぬ I 瓦当文様 (Uj 木） 実膳図 (1/4) 法足 (C員） 備 考

窃！、？← -(j 0 
直径 18.8 ．銘文

］灯 v
」,,,、PLleしぐ、；！な 南地与三右廂門

内区径 8.0 ロロロロ
箕文四年十月

外区径 11. 8 太子切

瓦大工霜小

内 1 幅 1. 8 与三右価1111

ロロロロ

品文狂Fl3.6 （釘のような細いもので文字を刻んでいる）

外幅

・巴頭部は丸く尾部は比較的

緑 1高さ 1. 0 短く接しない

全長 56. 1 ・珠文数16附

厚さ 4. 1 ．釘穴2個穿孔

・烏伏間］瓦（北妻の西）

．筏文I~年(1664)
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ぬ 瓦当文様 Oii 本） 実膳図 (1/4) 法拭 (CII) 備 考

ーー

直径

内区径

14. 2 I・巴頭部やや尖り気味
尾部は長く接しない

10.0 

外区径 11. 3 

内 I幅 0. 7 

緑 1文様 I索文様

外 I幅 1. 8 

緑 I高さ I o. 7 

全長 I 32. 1 

厚さ I 2. 5 

・枝

・瓦凹面 純目瓶あり

．釘穴1個穿孔

¥(!H-i: ジ

直径 1~.3 ・巴煩部やや尖り気味

尾部は長く接しない

内区径 10.8 

・桟

外区径 11. 0 

・瓦凹面布目浪

:rx;: 9.9 紐浪あり

．釘穴1個穿孔

幅 I 1. 2 
21 瀾ー芯釦.;:;;、年;翠ヽし・．“字,-:....._.. f,-il 

I L1 高さ 0.8 

全長 34. 1 

厚さ 2.4 

0/年 I_パ



No. I 瓦当文様 (ffj 木） 実膳図 (1/4) 法屎 (C且） 備 考

9ムI,.I. づ／ 直径 17. 6 ・巴頭部は尖り気味で桜して

いる

内区径 12. 7 尾部は接しない

外区径 12.5 ・桟

内 1 幅 1. 9 ・瓦凹面紐圧紙あり

（波形に 2条）

町文様 床文緑

．釘穴11囮穿孔

外 幅 2.5 

31 I ・珠文数32fiU

給 両・- さ 1. 0 

全午さ'-' 

厚 3.2

直径 16.5 ・巴頭部は尖り気味

尾部は長く接しない

内区径 9.5 

・桟

外区径 12.0 

・瓦凹面 布目駁

内 幅 1. 8 紐圧狐あり

縁 文様 床文緑 ．釘穴1個穿孔

外 輻 2.4 ・珠文数32個

41 I 
緑 両•一 さ 0.8 

全長 34.35 

厚さ 2.5 

I 
］ 

(f /1)-I~J1) 



ぬ 瓦当文様 (Hj 木） 実捐図 (1/4) 法晟 (Clll) 備 考

5
 

直径

内区径

外区径

16. o I・巴頻部先沿丸く分推してい
る

12. o I 尾部は長く接して園線を描
くようにつながる

11. 2 

内I幅 1. 8 

・桟

・瓦凹面縄日痕

給 1文様 1珠文緑 1 イIi目痕あり

外 I幅 1. n I・ 釘穴1個穿孔

緑 I高さ I 1.0 .'朱文数18個

全長 I 35. 5 

厚さ
I 
2.5 

匁;Jール砂
＼一 ／ 

J b I> -I-烈 I 直径 13.5 ・巴YJi~II先r.:丸く分雄してい

る

内区径 7.8 尾部は長く接して園線を描

くようにつながる

外区径 11. 5 

・桟

内 1 幅 1. 7 

・瓦凹面布目痕

緑 文様 珠文緑 紐圧痕あり

外 幅 2.5 ・if穴Ii囮穿孔

61 （釘がささったまま）

緑 両． さ 1. 0 
I 

・珠文数18附

全長 32.0 

厚さ 3.0 

Q
 



No I 瓦当文様 (f{j 木） 実膳図 (1/4) 法屈 (CII) 価 名

i9 6/-,-/-?{) 直径 15.9 I . 四饂雄れやや丸みを僻び
る

内区径 7.5 尾部は長く固線を描く様に

つながる

外区径 11. 6 

・桟

内 1 輻 2.0 

・瓦凹面布目（絞り El)我

緑 文様 珠文緑 あり

外 輻 2.5 • J朱文数18恨

71 I I 
秘 高さ 1. 1 

全長 35.3 

厚さ 2.6 

直径 1!J. 0 ・巴頻部はかなり丸く雄れて

いる

内区径 6. 4 尾部は短く細く互いに桜し

ない

外区径 10.2 

・桟

内 1 輻 2. 1 

・瓦凹面布目（紋り目）痕

緑 I文様 床文緑 あり

外 I輻 2.3 ．釘穴1個穿孔

sl I 
緑高さ 0.85 ・珠文数16個

全長 30.8 

厚さ 2.0 

} 

0いしJヽ



No. 瓦当文様 (Hj 木） ・実膳図 (1/4) 法且 (C関） 備 考

直径

，
 

内区径

外区径

15. 1 I・巴雖部はかなり丸く雄れて

いる

6. 7 I 尾部は短く細く互いに接し
ない

11. 0 

内 I幅 1. 9 

縁 I文様 I珠文緑

外 I幅 2.6 

・桟

. jJ穴2個穿孔

・珠文数16涸

緑 I高さ I o. 8 

全長 I 31. 6 

／厚さ I 1. 8 

(?//}-/. _-) ~ ＇ 7 I) 

< l6n-1-うこ I 直径 16.2 ・巴雌部はかなり丸くt,ttれて

/ いる

内区径 8.0 J'l部は短く細く互いに接し

ない

外区径 11. 1 

・枝

内 輻 1. 9 

・瓦凹面布目痕

緑 文様 珠文緑 紐圧痕あり

外 幅 2.6 ．釘穴1f囮穿孔

, o I 
緑 す,.. , ぺ"- 1. 3 ・床文数161囮

全長 34. 1 

厚さ 2.4 



ぬ I 瓦当文様 (lfi 木） 実膳図 (1/4) 法足 (C日） 備 考--< . "~I- < ff'J 
直径 16.5 ・巴頻部は丸く雄れている

尾部は長く円を描くように

内区径 8.2 つながる

外区径 12.3 ・桟

内「；一 2. 1 ・瓦凹面布目（絞り目）狐

あり

緑 I文様 床文緑 斜めの条痕あり

外 幅 2.2 ・床文数18附

111 ゞ箋謬疇ジ I 
緑 高さ 1. 1 

全長 35.8 

阻 さ 2.5 

(<jft5-1-汐 直径 1~. 2 ．亥11EIJ

木三—1-:li.年作

内区径 9.0 平小林

外区径 10. 8 ・頭部は丸く雄れている

尾部は太く長く桜しない

内I幅 0.8 

．釘穴1個穿孔

緑 文様 索文緑

輻 1. 3 

12 I 
両． さ 0.85 

全長 2!:J. 8 

厚さ 2.0 



No. 瓦当文様

13 

(Hj 木） 実滉図 (1/4) 法拭

直径

(cm) 

16.5 

内区径 8.2 

外区径

備 考

．刻EfJ

平成八・九年度修補

・巴頭部は丸く雄れている

12. 3 I 尾部は長く接している

内 I幅 2. 1 

緑 I文様 I珠文緑 I・釘穴2個穿孔

外 I輻 2.2 

緑 I高さ I 1. 1 

全長 I 35. 8 

r
J
 
2
 

文
J肛

・瓦凹面細H痕あり

・珠文数181囮



ぬ 瓦当文様 （拓本） ・実捐図 (1/4) 法拭 (CII) 備 考

ー

幅

全長

17. 4 I・ 銘文
庇原氏三木治七郎作

31.5 

・瓦凹面 布目服が明諒に残

る

紐圧般の滑りIC

一ルク/-/-/

2
 

幅

全長

15. 5 I・ 刻印

大瓦徳

28. 1 

・瓦凹面 11条ー単位の沿り

止め

．釘穴1個穿孔



ぬ I 瓦当文様 (t{j 木） 実膳図 (1/4) 法且 (c置） 備 考

（和13-1-J, 上弦長 26.4 ・索文縁均整唐草文様平瓦

弧 深 2.5 • 中心飾りは「五弁の花校様
を杞し店草文は 3回反転さ

下弦長 25.5 せる

輻 . !if穴lil胆穿孔

文様区長 23.6 

文様区輻 I 2.5 
i I 

上外区厚さ 1 1. 4 

下外区犀さ

右区 l協船iI 1. 2 

左区 l協輻 I 1. 2 

文様の深さ 1 0.9 

＾ 土

長 1 32.9 

厚 さ 2.4 

顎の形態 段

上弦長 29.5 ・索文緑均投店草文様軒平瓦

弧 深 3.5 • 中心飾りは「花と菜文様」
を杞し店草文は五回反転さ

下弦長 30.2 せる

幅 5. 7 ・凹面にへら削り

文様区長 26.0 

文様区輻 I 3. 7 

上外区限さ 1 0.9 

21 I下外区厚さ 1 1.0 

右区脇輻 I 1. 8 

左区 l協輻 I 2.2 

文様の深さ 1 0. 7 

全 長 1 35.0 

／耳 さ 1 2.5 

ガ/?〗~) I顎の形態 I 段



No 瓦当文様 (Uj 木） 尖 3日図 (1/4) 法拭 (c置） 備 考

＼ り6n-1-1f1 上弦長 30. 1 ・索文緑均招／苫草文様軒平瓦

弧 深 • 中心飾りは「花と菜文様」4.0 

を化し唐草文は五回反転さ

下弦長 29.5 せる

幅 5.5 

文様区長 26.5 

文様区輻 3.8 

3 

上外区厚さ 0. 7 

下外区厚さ 1. 0 

右区脇幅 1.0 

乙

~ 
~ 左区脇輻 2.0 

＇ 

文様の深さ
＼ 

0.6 
ヽ

＾ 土

長 34.3 

厄 さ 2.0 

顎の形態 段

上弦長 25.5 ・索文緑均招店草文楳ff平瓦
,i I 

弧 深 2.5 、 • 中心飾りは「五弁の花文様
を氏し唐草文は3回反転さ

下弦長 せる
・, 

冥.,r:``;屯や⇔`＼斎-.芯予.地心ご応呟茎9迅梵謳~,c追,c,匹令-惚~・→_ヽ)庄,、、ベ・つ'-~ ジ心
輻 4.4 

文様区長 21. 0 

文様区幅 2.4 

上外区厄さ 1. 1 

4 下外区限さ 0.9 

右区脇輻 1. 7 

rヽ`

尺 l___~ ------ — —--~ 左区脇幅 2.2 

二V ＼ 文様の深さ 1. 0 

・---... _____ t ] 

全 長 33. 1 

厚 さ 2.4 

(f/1J-1-l) 顎の形態 段



Na I 瓦当文様 (Uj 木） 実膳図 (1/4) I 法足 (CDI) 備 考

I 

上弦長 28.5 ・素文緑均賂店草文様軒平瓦

弧 深 5.2 • 中心飾りは「安床文様」を
配し店草文は3回反転させ

下弦長 27. 1 る

輻 5.8 ．釘穴 lJU~ 穿孔

文様区長 15.8 ・凸面に11条ー単位の型押し

の沿り止

文様区幅 3. 1 

51 ,1 -- -
.~--=-: 二呈亘号号写呈垂吉似豆斥．ヽ::、放;] • 新造のもの

上外区）厚さ 1. 4 

下外区厚さ 1. 3 

右区 ）協輻 6.0 

左区 ）協輻 6.0 

文様の深さ 1 0.5 

全 長 30.5 

厚 さ 1. 9 

顎の形態 段

クI,I 3. /-I少 I上弦長 126.5 ・索文緑均招店草文楳軒平瓦
＼ 

弧 深 I 3.6 • 中心飾りは「宝珠文様」を
杞し店草文は3凹反転させ

下弦長 26.5 る

幅 4. 7 ．釘穴1涸穿孔

文様区長 24.0 ・凹面に布日痕あり

文様区幅 1 3. 1 

上外区岸さ 1 0.9 

61 I下外区厄さ 1 0. 7 
右区脇輻 I 1. 4 

左区 l協輻 I 1. 2 

文様の深さ 1 0.5 

全 長 1 32.5 

/It さ 2. 1 

頒の形態 段



Nu I 瓦当文様 （拓本） 実膳図 (1/4) I 法足 (cm) 備 考

; ? j_ し I> -I~;;,) ~,) 上弦長 27.0 ・索文縁均賂店草文様軒平瓦

弧 深 3.4 • 中心飾りは「宜J朱文様」を

杞し店卒文は3囲反転させ

下弦長 る

幅 ．釘穴 1個穿孔

文様区長 2~-~ 

文様区輻

71 
上外区肛さ

下外区厚さ 1 0.8 

右区 9協w,¥I 1. 2 

左区 ）協輻 I 1. 2 

文様の深さ 1 0.5 

＾ 土

長 1 32.3 

肛 さ 2.4 

顎の形態 段

（ グo!3-/-21 I上弦長 26.4 ・索文緑均整店草文楳軒平瓦

弧 深 1 3. 7 • 中心飾りは「宝珠文様」を

配し唐草文は3凹反転させ

下弦長 26.4 る

幅 ．釘穴 1個穿孔

文様区長 2~.o ・右）協上部に袖

文様区幅 3.0 

上外区）ばさ 1 0.9 

81 下外区肛さ

⇒ 一~.

右区脇幅 1 1. 2 

左区脇輻 I 1. 2 

文様の深さ 1 0.3 

＾ 二

長 1 32. 7 

I耳 さ 2.2 

顎の形態 段



Nu I 瓦当文様 （拓本） 実膳図 (1/4) I 法試 (C贋） 備 考

I 
上弦長 26.0 ・索文緑均賂唐卓文様軒平瓦

弧 深 3.3 • 中心飾りは「宝床文様」を
配し唐草文は3囲反転させ

下弦長 27.0 る

輻 • 西脇上部に袖

文様区長 1 24.0 

文様区輻 I 1. 2 
91 

文 t全 ⇒今 ，，乏

上外区原さ 1. 2 

下外区肛さ 0.9 

右区脇幅 1. 4 

左区 ）協輻 1.0 

文様の深さ 0.5 

＾ 土

長 32.8 

，厚 さ 1 2.3 

(f/J?-/ーぢ）
＇顎の形態 段

161ぅ-/-;,// 1上弦長 29.5 ・索文緑均整I占卓文様fFI'・瓦

＼ ヽ

＇弧 深 I 4.0 • 中心飾りは「菱のような文
様」を配し店卓文は 2団反

下弦長 29.0 転させ2つ日は 2枝に分枝

する（簡索化した文様）

輻 4.9 

-n穴1i囮穿孔
文様区長 120.8 

・右脇上部に袖

文様区幅 2. 7 
．凸面に沿り止め突起

上外区厚さ 1. 3 

,o I l下外区厚さ 1 0.9 

--------•• バ.I^..、.' .. , 、•，
右区脇幅 1 4.2 

＇ ， 

！ 
左区脇輻 I 4.2 

文様の深さ 0.6 

全 長 33. 7 

厚 さ 2.5 

頒の形態 段



No I 瓦当文様 (Hi 木） 実膳図 (1/4) I 法拭 (C瓜） 備 考

I 上弦長 25.0 ・索文緑均賂店草文様軒平瓦

弧 深 J.O • 中心飾りは欠損の為不明店

草文は3回反転させる
下弦長 1 23. 7 

幅

文様区長 1 22.0 

文様区幅

111 
上外区肛さ

下外区厚さ

右区脇輻 I 1. 2 

左区脇輻 I 1. 4 

文様の深さ 1 0.5 

＾ 土

長 1 32.3 

~(TJ形態
さ l 2.2 

厄1}-/-JJ 段

J 6/ 3,-1-1?) 上弦長 27.0 ・索文緑均整J訂卒文様軒平瓦

弧 深 2.9 • 中心飾りは「下[iiJ花文様」

を虻し店草文は3囲反転さ
下弦長 26.3 せる

幅 5.0 ．釘穴 1附穿孔

文様区長 17. 6 ．凸面に沿り止め突起

文様区輻 2.9 

上外区厚さ 1 1. 0 

12 I I下外区厚さ 1 1. 1 

右区 ）協輻 I 4.2 

左区 ）協輻 I 4.6 

文様の深さ 1 0.9 

全 長 1 30. 1 

厚さ~段-' 
顎の形態



Na 瓦 当1 文 様 Wi 本） 実 氾l図 (1 /4) 法 屎 (cm) 備 考

13 

上 弦 長 26.5 

弧 深 r
J
 
2
 

下 弦 長 25.2 

一，＂印"
4.4 

文様区 長 15.2 

文様区 幅 2.8 

上外区厚さ 0.9 

下外区厚さ 0. 7 

右区 脇幅 5.0 

左区 脇輻 5.0 

文様の深さ 0.5 

全 長 30. 1 

肛 文
U 2 2 

・索文緑均整店草文様貞F平瓦

• 中心飾りは「玉状の{~文」

を配し両）協に2枝に分枝す
る支葉を大小・唐草文1. 

2枝に分枝する支葉を祀す

る

．凸面に 5条ー単位の滑り止

頒の形態 段

I 9f,f2, -/-/う
上 弦 長 26. 7 

弧 深 3.0 

14 

下 弦 長 26.9 

輻 4.5 

文様区 長 17. 8 

文様区 幅 2. 7 

上外区限さ 0.8 

下外区原さ 1.0 

右区 脇幅 ~- 7 

左区 脇輻 4.8 

文様の深さ 0.35 

全 長 30.4 

・索文給均招店草文楳軒平瓦

• 中心飾りは「三弁の花文様一
を杞しI占草文は2回反転さ

せる

．釘穴 l{囮穿孔

・右）協上部瓦頻よりに袖

厚 文
j 2.0 

顎の形態 段



Nu 瓦 ッゴ 文 様 （拓 本） 実 漣 図 (1 /~) 法 拭 (C瓜） 備 考

(!1 ;;-;-IS-) 上 弦 長 29.2 

15 

.,, ‘ .,, ．．．．．ヽ
--・,  ヽ- '  -'・'、,,,• .. , -，，， I 

/ / I 
，，， 1 

＇ I 
＼ 

ヽ

弧 深 4.5 

下 弦 長 29.0 

輻

文様区 長 17. 8 

文様区 輻 2. 7 

上外区原さ 0.85 

下外区J厚さ

右区 脇幅 5.4 

左区 脇輻 6.0 

文様の深さ 0. 7 

全 長 3~. 1 

限 さ 2.2 

・索文秘均賂店草文様軒平瓦

• 中心飾りは「括文様」を忙

し店屯文は 5囲反転させる

．釘穴 1/囮穿孔

・む）協上部に袖

．凸面に滑り止め突起

加の形態 段

(/blゲ-;-辺） 上 弦 長 27.0 

弧 深 2. 7 

下 弦 長 26.5 

16 

輻 4.8 

文様区 長 18. 4 

文様区 輻

上外区J耳さ

下外区）厚さ 0. 7 

右区 脇輻 4.2 

左区 脇輻 4.0 

文様の深さ O.G 

全 長 29.2 

・索文秘均賂店草文様軒平瓦

• 中心飾りは「楢文様」を杞

し店草文は 5囲反転させる

・釘穴 1個穿孔

厚 さ 2.0 

顎の形態 段



No 瓦当文様 （拓木） 実膳図 (1/4) 法足 (CII) 備 考

匁lぅ.I刃） 上弦長 26.0 ・索文緑均拉唐草文様軒平瓦

（、／

弧 深 3.4 • 中心飾りは「宜珠文様」を

化し店草文は3回反転させ

下弦長 25.8 る

-n穴1/囮穿孔
幅

文様区長 23.8 

文様区輻 3.3 

17 

上外区厄さ 0. 7 

下外区厚さ

右区脇幅 1. 4 

,-

~ • > 左区脇輻 0.8 

「 ＼ ,,,-,Q ,'-___ ! ' 文様の深さ 0.4 

全 長 31. 7 

厚 さ 2.5 

顎の形態 段



Na I 比当文様 (Hi ;,t,:) 尖膳 l刈 (1/4) 法肱 (cm) 偏 名・

包甕藍 I 9も1ら-I -l 弧深 3.5 ．刻印

船村住人低原氏三木許凹郎
厚さ 2.3 分花文（短膳tffi)

全長 30.0 ．凸面に6条ー単位の沿り止

ー

遺 9l'1- Iー'Iノ

2
 

口

弧深

厚さ

全長

3. 5 I・ 免l印
船村住人庇原氏三木苦凹郎

2. 2 I 菊花文（短應面）

30. 25 I・ 凸面に6条ー単位の滑り止



No I 瓦当文様 (t{j 木） 尖膳図 (1/4) 法拭 (C鳳） 備 考

な`‘ _, I 弧深 3.4 ．刻印（凸面）

船村住人藤原氏三木許凹郎

厚さ 2.3 (4. 列）

菊花文（短開面）

全長 29.9 

・凸面に6条ー単位の沿り止

3
 

口
(//,; う-Iージ 弧深 3. o I・刻印

船山平（タ:till郎j)
厚さ 2.0 

4
 

□三三三□

全長

．凸面に細かいくしli1iきもの
30. 3 I 滑り止



No I 瓦当文様 (Hj 本） 実膳図 (1/4) 法足 (C阻） 備 名

ヴ6/ターIj 
弧深 3.0 1・刻印（凸面）

大瓦徳

犀さ 1. 8 

．凸面に細かいくし描きもの

全長 30.2 滑り止

5
 

二 三
だク-Iー(2..,_ I 
( I  弧深 3.0 

6
 

~ 三

文
J胚 1. 8 

全長 31. 2 

．刻印（凸面）

久右エ門

．凸面に4条ー単位の沿り止



No. I 瓦当文様 (Hi本） 実膳図 (1/4) 法拭 (cm) 備 考

〈乃 Iう一 I-)!;) 弧深 ．刻印（凸面）

久右エ門

限さ 2.0 

．凸面に4条ー単位の滑り止

全長

. 3/~ が欠損

7
 

戸



ピ

）必砂lC'


